
 

 

 

 

 

 

２０２６年１月 

新年例会 

日時:  

１７：３０～２０：００ 

場所：東陽町センター

司会： 樋口 順英メン、  受付： 村杉 一滎メン 

開会点鐘                樋口 会 長 

ゲスト、ビジター紹介         樋口 会 長 

聖句・お祈り・食事          西澤 紘一メン 

卓話：  「みちのく潮風トレイルを歩く」 

卓話者：        佐藤 健 氏 （千葉ウェスト） 

ハッピーバースデー 根本幸子、佐野守、樋口順英        

各種報告       樋口 会長 柳原担当主事 

閉会の言葉・点鐘           樋口 会 長 

 

 

 

 

 

 

 

新年あけまして 

おめでとうございます 

  樋口 順英 

本年の皆さまのご多幸をお祈りいたします。 

昨年は、神田川船の会を２度とも中止させていただき、 

まことに申し訳ございませんでした。 

一方例会では、バラエティーに富む卓話やイベントが

でき、お弁当を囲んで心温まるひとときを過ごせたので

はないかと思います。 

今年は、神田川船の会を催行し、引き続き、楽しい例

会をたくさん創ると共に、ワイワイ広場など自分に関心の

あるイベントには、クラブの垣根を越えてどんどん参加さ

せていただき、自己実現したいと思います。 

さて私事、昨年、後期高齢者の仲間入りをさせていた

だきました。 

そこで今年は、過去を振り返るだけでなく、これから先

どういう考えで何をやりたいか、なにが出来るかを考え、

それらのうちひとつでもワイズ活動の場で実現できれば

いいなとおもいます。 

本年もどうぞご指導よろしくおねがいいたします。 

＜ 2026.01＞            ＢＵＬＬＥＴＩＮ              2025年 7月～2026年 6月 

会    長 樋口 順英 

副 会 長 青木 方枝 

書   記 村杉 一榮 

会   計 小仁 恵子 

監   査 柿沼 敬喜 

担当主事 柳原みずき  
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 １月 新しい年を迎えて 

 わたしは、あなたたちのために立てた計画をよく心に留めている。と主は言われる。それは、平和の

計画であって、災いの計画ではない。将来と希望を与えるのものである。  エレミヤ書 29章 11節 
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国際会長         エドワード・オン     「信念、愛、行動」 

アジア太平洋地域会長 田上  正      「信念と愛を持って行動しよう！」   

東日本区理事         山下  真      「ワイズのらしさ再発見」                       

関東東部部長        鈴木  雅博     「（変革）若者から発信」 

クラブ会長          樋口  順英     「若々しく、心安まるクラブライフ」 

【例会出席率】 在籍：１６名 １２月出席率８/１３ ６２％   
 

出席：１２月    （メン８名、メネット０名） 計８名 

 【ニコニコ】   国際協力募金に 



◆２０２５年１２月クリスマス例会報告 

日  時： ２０２５年１２月１７日(水) １８：００〜２０：３０  

場  所： Cafe ローリエ (台東区北上野１－１３－１) 

グリーン出席者：青木、柿沼、小仁、高谷、西澤、樋口、 

村杉、柳原各メン、 

ビジター： 山口 直樹 様（あずさ部部長） 

        森下 千恵子 様ご夫妻 

春日井 明 様父子（東京クラブ） 

▲ 概要 

① 今回のクリスマス例会は、村杉メンのお膝元で御

用達、朝顔市や真源寺鬼子母神で有名な恐れ入

谷のイタリアンの名店で行いました。美味でした！ 

② 柿沼メン秘蔵の Xマス用品の数々が雰囲気を盛り

上げました。 

③ アクセスは苦戦！地下鉄入谷駅から、村杉画伯

による絶妙な地図に従い、全員無事到着。 

④ お祈りとスパークリングワインによる乾杯のあと、 

メンバースピーチと歓談にうつり、とくにビジターの

方々からの話題が多彩で、あちこちで今までにな

い会話の花が咲きました。 

▲ ハッピーバースデー：該当者はありません。 （村杉 記） 

▲楽しかった！スナップ写真のかずかず 

 

【写真上】全員の写真   【写真下】サンタさんたち 

 

 

【写真上】左から、山口メン、森下夫妻、青木副会長 

【写真上】左から柿沼メン、高谷メン、柳原メン 

【写真上】西澤メン 

【写真上】 出来上がった春日井メン（左）と柿沼メン（右） 

【２５/26年度会費振込のお願い】 

振込口座は下記でお願いいたします。 

みずほ銀行 深川支店＃４４６ （普通）３０６４４０２ 

名義 トウキョウグリーンワイズメンズクラブ 

【写真上】春日井ﾌﾙﾄｳﾞｪﾝｸﾞﾗｰ 



２０２６年在京新年会のご案内 

日 時：２０２６年１月１０日(土)１３：１５～１６：００ 

場 所：東陽町センター ＹＭＣＡホール 

出席予定者：青木、柿沼、佐野、根本、樋口、 

 村杉、柳原各メン 

登録費：￥３，０００ 

１部：開会式 

（ＹＭＣＡ高等学院によるトーンチャイム） 

２部：「ユースと話す、ワイズを語る」 

３部：懇親会 

ホストクラブ：東京武蔵野多摩クラブ 

              

◆報告連絡事項：２０２６年１～５月例会、卓話予定 

① １月例会 

日 時：１月２１日(水)１７：３０～ 

場 所：東京 YMCA東陽町センタ 

卓話者：佐藤 健氏 【写真右】 

（千葉ウェストクラブ） 

卓 題：「みちのく潮風トレイルを歩く」  

※青森県の八戸を起点とし、福島県の相馬に至

る三陸海岸経由の１，０３３km（４県２８市町村）

を、熊に遭遇せずに５０日間で踏破！！ 

② ２月例会 

日 時：２月１８日(水)１７：３０～ 

場 所：東京 YMCA 東陽町センター 

卓話者：賛育会 事務局長 大江 浩 氏 

卓 題：「赤ちゃんのいのちを守るプロジェクト」― 

すべての人のいのちが守られる社会を目指して 

③ ３月例会 

日 時：３月１８日(水)１７：３０～ 

場 所：東京 YMCA 東陽町センター 

卓話者：山口 和彦 氏（東京町田コスモス会長） 

卓 題：「（仮）心を軽くする脳の動かし方」  

④ ４月例会 

    日 時：４月１５日(水)１７：３０～ 

場 所：東京 YMCA東陽町センタ 

卓話者：仲山 淳子 氏 【写真右】 

卓 題：    （にほんご学院 講師)   

「再発見！日本語ってどんな言語？」   

⑤ ５月例会 

日 時：５月２０日(水)１７：３０～ 

卓 題：未定ですが、スゴいゲストと交渉中 

 （樋口 記） 

◆東陽町クリスマスオープンハウスの報告 

日 時：２０２５年１２月１４日(日)１０：３０～１５：３０ 

場 所：東京 YMCA 東陽町センター 

参加者：青木、柿沼、佐野、柳原各メン 

受持ち担当：フランクフルト焼き！ 

当日小雨降る寒い朝でしたが、気合を入れてクラブ

色グリーンのエプロンを身にまとい、役割分担を決め準

備をはじめました。最初はすこしスッタモンダしましたが

何とか１０時半開店に間に合いました。 

午前中は、お客様がすくなかったのですが、だんだん

と増え、何とか売上げ目標達成し、ほっとひと安心でした。 

日本語学校の留学生の方が３名お手伝いに来ていた

だきました。助かりました。感謝いたします。 

少し早いお知らせですが、２０２６年は１２月１３日（日）に

開催予定です。皆様できるだけ予定に入れていただき

ご参加いただきたくお願いいたします。    （青木 記） 

◆ワイズ・ナイトフォーラム（Zoom開催） 

このたび東日本区では、TOF 活動として行っている 

不登校問題をテーマとし、ワイズ・ナイトフォーラムを３回

にわたり Zoom開催いたします。 

この問題に関心のあるワイズメンバーおよび知人のご

参加をお願いします。理事通信（7号・２０２６年１月）より 

日 程：１月２５日（日）、２月１５日(日)、３月２２日(日) 

時 間：２０：００～２１：００             （樋口 記） 

 

◆今後の主なスケジュール 

1) １月１０日(土) 在京新年会（東陽町）１３：１５～ 

2) １月１４日(水) １月第二例会（Zoom）１５：００～ 

3) １月２１日(水) １月第一例会（東陽町）１７：３０～ 

4) １月２５日(日) 第１回ナイトフォーラム（Zoom）２０：００～ 

5) ２月１１日(水) ２月第二例会（Zoom）１５：００～ 

6) ２月１８日(水) ２月第一例会（東陽町）１７：３０～ 

7) ４月１８日（土） 京都パレスクラブ５５周年記念例会 

（樋口 記） 



      ブリテン試写室 

映画『五十年目の俺たちの旅』 

【出演】 中村雅俊  

秋野太作 田中健  

岡田奈々 前田亜季  

水谷果穂 左時枝  

福士誠治 

【監督】 中村雅俊 

【原作・脚本】 鎌田敏夫 

【主題歌】「俺たちの旅」 

歌：中村雅俊  

 

今月放映の映画『五十年目の俺たちの旅』には私の友

人達８名がエキストラ出演しています。彼らは、冒頭ほんの

数秒間ですが、養護施設の従業員や入居者の役を演じ、

人と人とのつながりがなく孤独感漂う風景を描いています。 

５０年前の「俺たちの旅」では、無理をやって「真っすぐに

生きている」が、結果上手くいかず、生きていく切なさみた

いなものがありました。 

さてこの映画のテーマ 「五十年目以降をどう生きるか」

ですが、友達の大切さ、人と人のつながりの大切さを謳っ

ているように思われます。 

また映画の中で「人生、最後になって本当にやりたいこと

って何か、考えたことがあるか」という問いかけがあります。 

監督中村雅俊曰く、『よくよく考えると、みんなやりたかっ

たことはあるんですよね。若い頃に始めたけど途中でやめ

たこととか、本当は初心があったはずなのに、いろんな理

由で別な道を選んだとか。だから、もう一回自分の胸に手

を当てて、「何をやりたかったのか」「今、何をやりたいのか」

とか、自分の身体検査みたいなのをやるといいんじゃない

かと思います。これから先やりたいことが浮かび上がってく

るんじゃないかなと感じます。 

・・・自分の生き方とか、やりたいこととかがちゃんと明確

になっていると、人生は捨てたもんじゃないなと思って、今

生きてます。 

・・・この映画は芸術作品じゃないんで。同窓会に参加す

るような気分で観に来てください。映画館を出る時に、何か

不思議といい気分で出られたらいいんじゃないのかな。』 

ちなみに彼の母校では、卒業後５０年たつと入学式に招

かれます。そこでふたたび心新たにスタートするためです。 

（樋口 記） 

 

1. １２月１６日「職員クリスマス礼拝」を日本基督教団霊南

坂教会で開催し、東京ＹＭＣＡ職員約１００名が出席し

た。 

上林順一郎牧師（東京ＹＭＣＡ元常議員）に「世の

光となりなさい」と題して説教をいただき、礼拝の中で

職員有志による聖歌隊が讃美歌「あら野のはてに」を

讃美した。 

また礼拝後には飯靖子氏（東京ＹＭＣＡ理事・日本

基督教団霊南坂教会オルガニスト）によるオルガン演

奏が披露された。 

2.  「クリスマス募金」の受付を開始した。 

寄せられた募金は、ウクライナ支援、国際協力募金、

フレンドシップファンド、ユースボランティアリーダー養

成募金として用いる。 

またＡｍａｚｏｎの協力により全国のＹＭＣＡで実施し

ているチャリティーキャンペーン「Ａｍａｚｏｎみんなでサ

ンタクロースプログラム」では、Ａｍａｚｏｎの「ほしいもの

リスト」により、「下町こどもダイニング」（子ども食堂）、外

国にルーツを持つ子どもたちのプログラム等で使用す

る物品支援を呼びかけている。 

3. ミャンマー地震緊急支援募金は、多くの個人、団体、

企業等からご支援をいただき、１０月末までに 

１，１５５，３６６円が寄せられた。 

６月末にネピドーＹＭＣＡに送金した、４，０００ドル 

（５８３，２００円）は、米・食用油・石鹸などの生活必需品

として支援を必要とする方々に届けられた。 

4. 今後の主な行事予定 

・「早天祈祷会」１月５日 

会場：山手センター（オンライン配信あり） 

奨励：田口努（日本ＹＭＣＡ同盟総主事） 

・「ソシアスフォーラム２０２５」１月３１日 

会場：山手センター（オンライン配信あり） 

テーマ：『「赤ちゃんのいのちを守るプロジェクト」が問うこと』 

基調講演：大江浩氏 

（社会福祉法人賛育会 

法人事務局ミッションサポート部部長 

・赤ちゃんのいのちを守るプロジェクト事務局長） 

・「ＹＭＣＡピンクシャツデー２０２６」 ２月２５日 

    （いじめ反対運動） 
（クラブ担当主事：柳原 記） 


